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基  調  講  演

AI時代の
ダイバーシティ戦略
人手不足を越える、多様人材のAI/DX戦力化

多様な人材を、AI/DX推進者として採用・育成・活用する
KYOUSEI NIPPON COUNCIL

これから合同会社
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HT
P O R T R A I T

S P E A K E R

S P E A K E R  I N T R O D U C T IO N

本日の講師

これから合同会社 代表 ／ 共生日本協議会 事務局長

林 泰一  HAYASHI Taiichi

CAREER ／ 経歴

元マンパワーグループ執行役員。

グローバル人材サービス企業で、人材
採用・育成・ダイバーシティ経営に長
年従事。

多様な業種・規模の企業へ、戦略人事
と組織開発の実践支援を展開。

EXPERTISE ／ 専門領域

採用・育成定着・AI活用支援のコン
サルティング

戦略人事 × 組織開発の実践支援

AI/DX人材育成 × 多様な人材活用

A F F I L I AT ION

共生日本協議会 事務局長　／　人手不足時代の企業成長を、AI/DXと多様な人材活用
で支援 02 / 
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AG E N DA

本日の流れ ─ 15分（基調講演）　⇒　50分　⇒50分

危機感 → 再定義 → 実装の、
115分。

PART 1  0–5

導入
経営課題として再フレーム

PART 2  5–12

環境変化
なぜ今、語るべきか

PART 3  12–19

戦略の再定義
配慮から戦力化へ

PART 4  19–27

仕事の設計
何を任せるか

PART 5  27–35

実装モデル
自社の骨組みへ

PART 6  35–42

事例
国内外の実践

PART 7  42–46

制度活用
次講演への橋渡し

END  46–50

締め
行動喚起

結論先出し。「採るだけでなく、育てる・任せる・定着させる」まで設計する50分です。 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 03 / 
26



C O N C LU S IO N  F I R ST  ·  0 1

先に結論を置きます

今日持ち帰る結論は、
3つです。

01
採用だけでは足りない

法定雇用率は2026年7月に2.7%へ。
「採る」は前提に過ぎず、育成と職
域設計が次の壁。

02
育成が最大の競争力

DX推進人材の量不足は85.1%。外か
ら買うのではなく、社内の多様人材
を戦力化する。

03
仕組み化で成果が出る

個人の頑張りでなく、業務分解・
KPI・ガバナンスまで設計すると定着
率と生産性が上がる。

出典：厚生労働省「令和7年 障害者雇用状況の集計結果」／ IPA「DX動向2025」 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 04 / 
26



PA RT  2  ·  W H Y  N O W

なぜ、いま語るべきか

3つの波が、
同時に来ています。

人手不足
少子高齢化／非正規化

法定雇用率
2026年7月に2.7%へ

AI／DX
85.1%がDX人材不足

C O N V E R G E N C E

3つの曲線が
交わる地点で。

「採るだけ」では足りません。

多様人材をAI/DX推進者へ育てる

経営戦略が必要です。

出典：IPA「DX動向2025」／ 厚生労働省「令和7年 障害者雇用状況の集計結果」 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 05 / 
26



PA RT  2  ·  W H Y  N O W

人が足りない時代の現実

働ける人は、
ここに集まります。

WOMEN ／ 女性

75.3 %
15〜64歳 女性の就業率

非正規女性は1,450万人。多くが「都合
のよい時間で働きたい」。

SENIOR ／ 高齢者

13.6 %
65歳以上 労働力人口比率

柔軟勤務前提のAI/DX運用人材として戦
力化できる規模。

PERSONS WITH DISABILITIES

70.4 万人
民間企業の雇用障がい者数

実雇用率2.41%は過去最高。ただし達成
企業は半数未満。

出典：総務省統計局「労働力調査」2025年平均 ／ 厚生労働省「令和7年 障害者雇用状況の集計結果」 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 06 / 
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PA RT  2  ·  W H Y  N O W

足りないのは DX 推進人材

DX人材は、
圧倒的に足りていません。

DX 推進人材の量不足

85.1%
日本企業でDX推進担当の「量」が不足（IPA調査）

企業規模別／生成AIの導入状況

大企業 ≈ 導入 50%

中堅企業 ≈ 導入 30%

100人以下 ・ 未導入 80%

小規模企業ほど、遅れが大きい。
出典：IPA「DX動向2025」 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 07 / 
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PA RT  2  ·  W H Y  N O W

障がい者雇用は「増えた」、しかし

雇用者数は最高。
それでも達成率は、半数未満。

FACT 1 ／ 雇用者数は過去最高

70.4 万人
民間企業の雇用障害者数（実雇用率2.41%・過去最高）

FACT 2 ／ それでも達成率は

46.0 %
法定雇用率を達成した企業の割合（残り 54%）

出典：厚生労働省「令和7年 障害者雇用状況の集計結果」 ／ 2026年7月に法定雇用率は 2.7% へ引上げ予定 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 08 / 
26



PA RT  2  ·  W H Y  N O W

職域は、すでに広がっている

「AI/DXは早い」は、
もう事実と合いません。

一般企業

70%
何らかのデジタル関連業務に従
事している障がい者の比率

特例子会社

80%
8割が既にデジタル業務に従事

EMERGING ／ 広がる職域

データ → Web → RPA → 開発

データ処理・整備
Webサイト構築
RPA／AI-OCR
システム開発／AI・機械学習

出典：JEED「障害者雇用における先進的なICT活用」調査研究報告書 No.177 ／ 東京都 障害者雇用支援ポータル A I  D IVERS ITY  STRATEGY 09 / 
26



PA RT  3  ·  R E D E F I N E

ダイバーシティ戦略を、定義し直す

「配慮の対象」から、
「変革の担い手」へ。

BEFORE ／ 従来

多様性 ＝ 受け入れ

— 法令対応のための採用

— 補助業務への配置

— 「配慮の対象」としての位置付け

AFTER ／ これから

多様性 ＝ 戦力化

AI/DXを回す実務者として採用

職域を再設計して任せる

「変革の担い手」として育成・評価

出典：東京都 障害者雇用支援ポータル ／ JEED 調査研究報告書 No.177 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 10 / 
26



PA RT  3  ·  R E D E F I N E

AI/DX 推進者とは誰か

高度なエンジニアだけが、
推進者ではありません。

01 · USE

使う人
AI/RPAを業務に組み込み、
日々回す実務担当。

例：FAQ更新、AI-OCR運用、レ
ポート自動化

02 · ARRANGE

整える人
業務を分解・標準化し、AI
が動く土台を作る。

例：マニュアル整備、データクレ
ンジング

03 · TEACH

教える人
社内ナレッジを蓄え、現場
の活用法を広げる。

例：社内AIルール教育、リスキリ
ング講師

04 · GUARD

守る人
バイアス・誤判定を防ぐ検
証とアクセシビリティ確認。

例：AI出力のテスト、ガバナンス
運用

出典：ILO / OECD「AIと仕事の未来」関連報告 ／ JEED No.177 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 11 / 
26



PA RT  4  ·  TAS K  D E S IG N

任せる仕事を、再設計する

業務を5段階で分解すれば、
任せられる仕事が見えます。

1
STEP 01

定型化
繰り返し業務をパターン
化して切り出す

›
2
STEP 02

標準化
マニュアル整備で誰でも
回せる状態に

›
3
STEP 03

補助化
AI/RPAに下処理を任せる

›
4
STEP 04

自動化
人の手から離し運用と監
視に集中

›
5
STEP 05

判断支援
人が最終判断、AIは助手
に徹する

業務分解の考え方／JEED 調査研究報告書 No.177、ILO「AIと仕事の質」関連報告に基づく整理 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 12 / 
26



PA RT  4  ·  TAS K  D E S IG N

多様人材ポートフォリオ

時間制約ではなく、
役割設計で見る。

人材セグメント 適した役割（AI/DX） 設計上のキーポイント

高齢者 経験知のFAQ化／ナレッジ整備・品質チェック 短時間勤務 × 高文脈業務を組み合わせる

短時間就労の女性 AIアシスタント運用／定型レポート自動化 柔軟勤務前提でジョブ型に切り出す

障がいのある方 RPA／AI-OCR運用、テスト・検証、Webアクセシ
ビリティ 合理的配慮を「役割明確化」と一体で設計

出典：JEED No.177 ／ 東京都 障害者雇用支援ポータル ／ 総務省「労働力調査」 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 13 / 
26



PA RT  5  ·  I M P L E M E N TAT IO N

まず狙うべき AI/DX 業務

最初に着手すべきは、
この5領域です。

01

文書・マニュアル
整備

AIが読みやすい形に整え
る、すべての出発点。

02

AI活用ルールの運
用

情報管理・誤用防止を仕
組みで担保。

03

FAQ・ナレッジ更
新

社内知識を陳腐化させな
い継続業務。

04

RPA／AI-OCR運
用

大量繰り返し処理を人か
ら離す。

05

テスト・検証・ア
クセシビリティ

AIを「人が確認する」ガ
バナンス役。

出典：JEED No.177 障害者の ICT 活用実態調査 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 14 / 
26



PA RT  5  ·  I M P L E M E N TAT IO N

初級から上級への育成階段

一気に高度化しない。
段階で上げる。

LEVEL 3 · 上級

改善提案／業務再設計

LEVEL 2 · 中級

現場業務にAIを組み込む

LEVEL 1 · 初級

AIリテラシー＋安全な使い方

D E S IG N  P R I N C I P L E

3段階の
スキルラダー

リテラシー → 現場適用 → 改善提案。

昇格は本人の意欲と、合理的配慮を前提に
設計する。

出典：WEF Future of Jobs Report 2025（リスキリング設計）／ JEED No.177 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 15 / 
26



PA RT  5  ·  I M P L E M E N TAT IO N

リスキリング設計の要点

学ぶだけで、
終わらせない。

59%
の労働者に、2030年までに再訓練
が必要

01
学ぶ

業務に必要なAI/DXスキ
ルを短期間で習得する。

02
実務で使う

学習を必ず現場の業務と
結びつけて使い切る。

03
振り返り

成果と課題を分解し、次
の学習サイクルへ。

出典：WEF The Future of Jobs Report 2025 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 16 / 
26



PA RT  5  ·  I M P L E M E N TAT IO N

配慮と生産性は、両立する

合理的配慮は、
生産性設計の一部です。

PILLAR 1

柔軟勤務

フルリモート・フルフレッ
クス・週20時間勤務など、
本人前提の制度設計。

PILLAR 2

支援機器

読み上げ・字幕・入力補助。
助成金で導入できる機器を
最初に揃える。

PILLAR 3

役割の明確化

「やる仕事／やらない仕事」
を文書化し、配慮を曖昧に
しない。

PILLAR 4

伴走支援

入社後の伴走者を明示。個
人の頑張りに頼らない仕組
みにする。

出典：JEED No.177 ／ 厚生労働省「合理的配慮の事例集」 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 17 / 
26



PA RT  5  ·  I M P L E M E N TAT IO N

AI 利用のルールが、必要です

人が設計し、人が監督し、
多様な人材が使いこなすAI。

RULE 01

AIの出力を、そのまま使
わない

必ず人が一次確認をする。「人が最終
判断」を原則化。

RULE 02

個人情報・機密を、明確
に分ける

入力できる情報の範囲を、ガイドライ
ンで明示。

RULE 03

差別・誤判定を、人が確
認する

バイアス・公平性チェックを「守る人」
の役割として置く。

出典：OECD「AIと仕事の未来」関連報告 ／ ILO「AIとディーセント・ワーク」 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 18 / 
26



PA RT  5  ·  I M P L E M E N TAT IO N

成果指標を、変える

雇用人数だけでなく、
成果も測ります。

KPI 01

↑ 定着率

12ヶ月／24ヶ月の継続就業
率を月次で観測。

KPI 02

↓ 処理時間

AI/DXで自動化した業務の
所要時間削減幅。

KPI 03

↑ 品質

エラー率・差し戻し件数で
運用品質を可視化。

KPI 04

＋ 改善件数

本人発の改善提案を、四半
期で計測する。

KPI設計の考え方／JEED No.177、人的資本可視化指針に基づく整理 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 19 / 
26



PA RT  6  ·  C AS E S

国内事例 ─ もう、始まっています

IT × 障害者雇用は、
すでに運営モデルです。

CASE 01 ／ 特例子会社

日揮パラレルテクノロジーズ

フルリモート／フルフレックス／週20時
間勤務可。1人1業務で設計から納品まで
担う。

▶ 46名中43名が障害者（2025年4月）

CASE 02 ／ 企業

スターティアウィル

生産活動への寄与と位置付け、RPA・AI-
OCRを導入。精神障がい者のテレワーク
も実装。

▶ 配慮 × 生産性が両立する好例

CASE 03 ／ 自治体

札幌市 障がい者DXリスキリ
ング

Excel/PowerPoint・VBA・Web・デザイ
ンを体系提供。地域のDX人材育成まで視
野。

▶ 「在職者育成」へ政策が動いている

出典：JEED『働く広場』／ スターティアウィル公式 ／ 札幌市公式 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 20 / 
26



PA RT  6  ·  C AS E S

海外事例 ─ ニューロダイバーシティ採用

採用方式の再設計が、
競争力になります。

GLOBAL 01

Microsoft
Neurodiversity Hiring Program

自閉スペクトラム症の方を対象に、面接
プロセスを再設計した採用プログラム。

GLOBAL 02

SAP
Autism at Work

13カ国・250名超の参画実績。品質保
証・データ分析・開発職で運用。

GLOBAL 03

EY
Neuro-Diverse Center

監査・コンサルティング業務に展開。AI
／データ分析領域での貢献を可視化。

出典：各社公式サイトおよびWEF Future of Jobs Report 2025 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 21 / 
26



PA RT  6  ·  C AS E S

成功要因と失敗要因

再現できる条件は、
3つに整理できます。

○  SUCCESS ／ 成功要因

仕事を「切り出して」から採用する
業務分解・標準化が、配属前に完了している。

柔軟勤務と支援機器を、入口で整える
配慮を「後から」ではなく「最初から」設計。

学びと現場業務を、必ず接続する
研修で終わらせず、業務適用までを設計する。

✕  FAIL ／ 失敗要因

切り出し不足のまま、人だけ採る
「やってもらう仕事」が未定の採用は崩れる。

教育なき配属で、個人の頑張りに依存
仕組みでなく属人努力で回そうとして燃え尽きる。

KPIが「人数」だけで止まる
成果と定着で測らないと、改善が回らない。

出典：JEED No.177 ／ 国内・海外事例の共通要因を整理 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 22 / 
26



PA RT  7  ·  P O L IC Y

制度を使えば、実装速度が上がる

使える制度は、
この6カテゴリです。

01 採用
特定求職者雇用開発助成金など、
新規採用に直接効くメニュー。

02 育成・リスキリング
人材開発支援助成金、キャリア
アップ助成金など。

03 設備・支援機器
障害者作業施設設置等助成金、支
援機器の導入補助。

04 職場介助・伴走
職場介助者・職場適応援助者助成、
定着支援に効く制度。

05 通勤・住環境
重度障害者通勤対策助成金、住宅
整備関連助成。

06 高齢者活用
65歳超雇用推進助成金、キャリア
継続を支える制度群。

出典：厚生労働省／JEED 公式案内に基づき分類 ／ 詳細・最新要件は次講演で具体化 A I  D IVERS ITY  STRATEGY 23 / 
26



PA RT  7  ·  P O L IC Y

次講演で、ここを深掘りします

戦略の次は、
制度と実務です。

TODAY ／ 本日

戦略

多様人材をAI/DX推進者として採用・育
成・活用する経営戦略を再定義。

›

SESSION 1 ／ 次講演

使える制度を選ぶ

採用・育成・設備・通勤・高齢者活用
まで、最適な制度を選択。

›

SESSION 2 ／ その次

申請と運用の実務

要件・書類・進め方・落とし穴まで
「来週から動ける計画」に変える。

本日の構想を、来週から動ける計画へ ─ 2講演がセットです A I  D IVERS ITY  STRATEGY 24 / 
26



PA RT  8  ·  C O M M U N I T Y

一社で難しいなら、場に参加する

一社では難しい実証を、
協議会で前に進める。

VALUE 01

部会で実証に参加

調査研究・開発・実証への参
画。学ぶ場ではなく動かす場。

VALUE 02

採用・体験・教育に
直結

職業体験、インターン、社員
教育・リスキリング。

VALUE 03

仕組み・体制整備ま
で

個人の頑張りでなく、組織の
仕組みづくりまで支える。

VALUE 04

継続接点で止まらな
い

セミナー・部会・交流イベン
ト、単発で終わらない接点。

CALL TO ACTION   共生日本協議会 ／ kyousei-nippon.org ─ 今日のテーマを、自社の孤立した試みで終わらせない場として。
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TO DAY ' S  TA K E AWAY  ／  今 日 の ま と め

多様人材を、
AI/DX 推進者へ。
01 助成金で、実装する。

02 協議会で、継続する。

03 守るだけでなく、回す力へ。

障がい者雇用を「守る」だけでなく、AI/DXを「回す力」へ ─ これからのダイバーシティ戦略。

THANK YOU
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